
組
合
は
、
４
月
21
日
の
第

３
次
ス
ト
（
午
後
半
日
）
に

続
く
今
春
闘
の
第
四
段
階
に

お
い
て
、
第
４
次
要
求
を
日

本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
提
示
し
、
５
月

19
日
の
団
体
交
渉
に
て
第
４

次
回
答
を
提
示
し
協
議
す
る

こ
と
を
要
求
し
ま
し
た
。
第

４
次
要
求
の
要
旨
は
次
の
通

り
で
す
▼
①
労
働
組
合
と
し

て
求
め
て
い
る
年
齢
別
企
業

内
最
低
賃
金
を
踏
ま
え
、
さ

ら
に
諸
物
価
高
騰
を
考
慮
し

た
、
組
合
員
個
別
の
５
月
１

日
付
賃
上
げ
の
第
１
次
有
額

回
答
へ
の
上
積
み
回
答
（
第

２
次
有
額
回
答
）
の
要
求
▼

②
集
団
的
労
使
交
渉
を
行
う

た
め
に
必
要
な
指
標
（
全
従

業
員
の
平
均
賃
上
げ
額
や
平

均
賃
上
げ
率
な
ど
）
の
回
答

要
求
。

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
Ｉ

Ｂ
Ｍ
が
５
月
18
日
に
文
書
提

示
し
た
第
４
次
回
答
は
、
集

団
的
労
使
交
渉
を
行
う
た
め

に
必
要
な
指
標
を
回
答
し
な

い
ば
か
り
か
、
第
２
次
有
額

回
答
を
行
わ
ず
、
妥
結
も
し

て
い
な
い
第
１
次
有
額
回
答

を
も
っ
て
一
方
的
に
給
与
決

定
通
知
を
各
組
合
員
に
通
知

す
る
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
組
合
員
の
賃
金
交

渉
に
関
す
る
団
体
交
渉
の
拒

否
に
あ
た
る
不
当
回
答
で
あ

り
、
ま
た
５
月
19
日
の
団
体

交
渉
で
の
回
答
に
前
日
の
文

書
回
答
か
ら
の
前
進
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
組
合

は
５
月
20
日
に
第
４
次
ス
ト

（
午
後
半
日
）
を
決
行
し
ま

し
た
。
こ
れ
で
今
春
闘
は
第

五
段
階
に
突
入
し
ま
し
た
。

実
質
的
な
賃
下
げ
を
許
す
な

か
い
な
前
号
（
２
４
０
５

号
）
１
面
の
通
り
、
今
春
闘

で
は
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
主
要
企
業

の
賃
上
げ
回
答
は
、
賃
上
げ

率
が
２
％
台
後
半
か
ら
３
％

台
後
半
と
い
う
昨
年
を
上
回

る
高
水
準
に
達
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
一
方
、
日
本
Ｉ
Ｂ

Ｍ
の
５
月
１
日
付
賃
上
げ
の

組
合
推
定
平
均
賃
上
げ
率
は

わ
ず
か
１
．
５
％
で
す
。

こ
れ
で
は
今
般
の
諸
物
価

高
騰
の
中
、
実
質
的
な
賃
下

げ
で
す
の
で
、
組
合
は
５
月

23
日
に
第
５
次
要
求
を
日
本

Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
提
示
し
、
５
月
24

日
の
給
与
支
払
い
日
に
、
決

し
て
第
１
次
有
額
回
答
の
内

容
を
押
し
付
け
る
よ
う
な
給

与
支
払
い
を
し
な
い
こ
と
、

６
月
２
日
の
次
回
団
体
交
渉

ま
で
に
第
２
次
有
額
回
答
を

提
示
し
、
当
該
団
体
交
渉
に

て
誠
実
に
協
議
す
る
こ
と
を

要
求
し
ま
し
た
。

組
合
は
、
第
２
次
有
額
回

答
が
不
当
回
答
で
あ
れ
ば
６

月
３
日
に
第
５
次
ス
ト
（
午

後
半
日
）
を
実
施
し
ま
す
。

★本誌掲載記事の無断掲載・複写を禁じます。 連絡先メール： kumiai@jmitu-ibm.org

(1)２０２２年６月６日 か い な 第２４０６号
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★ 「かいな」記事をWEBで読めます。「組合 かいな」で検索

２０２２年６月６日 か い な 第２４０６号(4)

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
第
２
次
有
額
回
答
を
せ
よ

賃
金
の
集
団
的
労
使
交
渉
に
誠
実
に
応
じ
よ

第５次回答

5月20日第４次スト決行
第５次回答を要求

５
月
25
日
、
「
争
議
の

早
期
解
決
を
！
」
を
掲
げ
、

全
労
連
・
東
京
地
評
争
議
支

援
総
行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
・
キ
ン
ド
リ
ル

ジ
ャ
パ
ン
本
社
前
に
は
、
約

２
５
０
人
の
支
援
者
が
結
集

し
ま
し
た
。

最
初
に
主
催
者
挨
拶
に
立
っ

た
全
労
連
の
小
畑
議
長
は

「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
支
部
の
３
争
議
は
、

人
権
侵
害
と
労
働
法
違
反
を

含
む
問
題
を
抱
え
て
い
る
」

と
し
「
良
好
な
労
使
関
係
を

結
ぶ
た
め
争
議
を
全
面
解
決

せ
よ
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

続
い
て
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
三

木
委
員
長
は
「
賃
上
げ
を
実

現
す
る
た
め
ス
ト
で
た
た
か

う
Ｉ
Ｂ
Ｍ
支
部
に
加
入
す
る

若
者
が
出
て
い
る
」
と
職
場

の
変
化
を
報
告
し
ま
し
た
。

行
動
後
の
会
社
へ
の
要
請

で
は
、
全
国
一
般
東
京
の
森

委
員
長
が
誠
実
に
団
体
交
渉

を
行
う
よ
う
要
請
。
郵
政
ユ

ニ
オ
ン
の
日
巻
委
員
長
は
、

職
場
で
パ
ワ
ハ
ラ
が
横
行
し

て
い
る
よ
う
で
は
健
全
な
会

社
の
発
展
が
な
い
と
従
業
員

を
大
切
に
す
る
よ
う
強
調
し

ま
し
た
。

２
０
１
９
年
の
開
催
以
降
、

コ
ロ
ナ
に
よ
り
開
催
が
延
期

さ
れ
て
き
た
憲
法
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
、
5
月
28
日
に
銀

座
ブ
ロ
ッ
サ
ム
に
て
三
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

憲
法
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は

１
９
８
７
年
か
ら
毎
年
豪
華

な
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
開
催
。

今
年
は
、
あ
さ
の
あ
つ
こ
さ

ん
、
望
月
衣
塑
子
さ
ん
、
せ

や
ろ
が
い
お
じ
さ
ん
、
前
川

喜
平
さ
ん
が
出
演
し
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
主
権

者
に
な
ろ
う
！
」
出
演
者
は

「
自
由
と
は
、
自
分
の
頭
で

で
物
事
を
考
え
る
こ
と
」

「
声
を
あ
げ
な
い
こ
と
と
は
、

な
か
っ
た
こ
と
に
す
る
こ
と
」

と
し
「
今
の
生
活
が
何
と
か

な
っ
て
い
る
か
ら
私
は
大
丈

夫
」
な
ど
と
考
え
ず
、
一
人

一
人
が
主
権
者
と
し
て
物
事

を
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と

訴
え
ま
し
た
。

ま
た
「
戦
争
」
の
反
対
は

「
文
化
」
で
あ
り
、
主
権
者

の
知
恵
を
も
っ
て
平
和
を
保

つ
こ
と
が
で
き
る
、
と
強
く

メ
ッ
セ
ー
ジ
ン
グ
し
ま
し
た
。

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ

に
入
社
し
て
す

で
に
５
年
ほ
ど

が
経
過
し
て
い

る
中
途
採
用
者

の
本
給
が
、
い

ま
だ
に
大
卒
初
任
給
に
届
か

な
い
問
題
に
つ
い
て
、
団
体

交
渉
の
議
題
に
し
、
大
幅
な

賃
上
げ
を
求
め
て
い
る
▼
ご

く
一
部
を
除
く
、
過
去
15
年

を
超
え
る
長
期
の
賃
上
げ
抑

制
に
対
し
、
今
年
の
組
合
の

賃
上
げ
交
渉
は
、
か
な
り
の

割
合
の
「
賃
上
げ
ゼ
ロ
」
と

い
う
状
況
の
打
破
を
目
指
し

て
い
る
▼
物
価
高
も
あ
り

「
大
幅
賃
上
げ
で
暮
ら
し
を

守
ろ
う
」
と
何
度
も
ス
ト
ラ

イ
キ
を
構
え
て
い
る
が
、
こ

の
中
途
採
用
者
の
た
た
か
い

に
は
別
の
側
面
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
各
従
業

員
の
給
与
を
「
見
え
な
い
化
」

す
る
こ
と
で
、
中
途
採
用
者

の
人
件
費
を
必
要
以
上
に
削

減
し
て
い
る
、
と
い
う
事
実

で
あ
る
▼
会
社
に
と
っ
て
人

件
費
削
減
は
コ
ス
ト
削
減
へ

の
近
道
だ
が
、
こ
こ
ま
で
来

る
と
「
従
業
員
使
い
捨
て
」

の
思
想
は
明
白
で
あ
る
。
会

社
は
態
度
を
改
め
よ
。
（
龍
）

裁判・労働委員会スケジュール

以下に今後のスケジュールをお知らせします。

ＡＩ不当労/定年後再雇用不当労事件 6/14(火)14:20～ 都庁第一庁舎南１階集合

定年後再雇用賃金差別裁判 6/23(木)15:00～ 東京地裁510号法廷

パワハラ降格裁判 5/30の判決は延期されました

憲
法
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

三
年
ぶ
り
に
開
催
が
実
現

全
労
連
・
東
京
地
評
総
行
動

Ｉ
Ｂ
Ｍ
・
キ
ン
ド
リ
ル
本
社
前
行
動



（単位：億円） 2020年 2021年
売上高 8,693 7,837
売上原価 6,859 6,022
売上総利益 1,834 1,814
販売費および一般管理費 988 892
営業利益 845 922
営業外収益 118 93
営業外費用 15 13
経常利益 947 1,002
特別損益 △79 19
税引前当期純利益 868 1,022
法人税、住民税及び事業税 279 249
法人税等調整額 △42 27
当期純利益 631 745

会社業績達成度 37 38

日本ＩＢＭ損益計算書の要旨

(3)２０２２年６月６日 か い な 第２４０６号 ２０２２年６月６日 か い な 第２４０６号(2)

★ 「かいな」の更新情報をメールで購読できます。「組合 かいな」で検索★ 「かいな」のバックナンバーがWEBで読めます。「組合 かいな」で検索

ロ
シ
ア
・
プ
ー
チ
ン
政
権

に
よ
る
国
連
憲
章
・
国
際
法

を
無
視
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
戦
争
は
、
一
般
市
民
に
対

す
る
無
差
別
攻
撃
と
大
量
虐

殺
の
発
生
と
い
う
深
刻
な
人

道
危
機
と
な
り
ま
し
た
。
ロ

シ
ア
に
よ
る
核
兵
器
や
化
学

兵
器
の
脅
威
も
あ
り
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
国
民
だ
け
で
な
く
、

世
界
の
平
和
が
脅
か
さ
れ
て

い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

は
、
原
油
と
小
麦
の
さ
ら
な

る
高
騰
を
招
き
、
世
界
の
経

済
成
長
を
押
し
下
げ
、
食
料

の
輸
入
に
頼
る
途
上
国
で
は

数
千
万
人
に
及
ぶ
飢
餓
の
発

生
も
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
際
社
会
の
一
致
し
た
協
力

に
よ
る
ロ
シ
ア
軍
の
早
期
無

条
件
撤
退
と
平
和
の
実
現
が

緊
急
の
課
題
で
す
。

平
和
憲
法
を
守
る
闘
い

さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
こ

れ
ら
の
世
界
情
勢
に
便
乗
し
、

改
憲
勢
力
が
憲
法
違
反
の
敵

基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
や
、

平
和
憲
法
９
条
の
改
憲
、
非

核
三
原
則
の
見
直
し
ま
で
議

論
せ
よ
と
主
張
を
強
め
て
い

る
こ
と
で
す
。
自
民
党
は
防

衛
費
の
増
額
を
求
め
る
提
言

を
ま
と
め
、
年
末
に
改
定
す

る
政
府
の
国
家
安
全
保
障
戦

略
へ
の
反
映
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
こ
の
提
言
の
中
で
、

防
衛
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
２
％
以

上
に
増
額
し
、
敵
基
地
攻
撃

能
力
を
保
有
す
る
こ
と
が
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
憲
法
９

条
は
「
戦
争
を
し
な
い
」
決

意
を
示
し
、
そ
の
為
の
政
治

と
外
交
を
求
め
て
い
ま
す
。

軍
備
や
核
兵
器
、
軍
事
同
盟

で
は
平
和
は
守
れ
な
い
こ
と

は
、
ロ
シ
ア
政
府
の
侵
略
に

よ
っ
て
改
め
て
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。
核
兵
器
禁
止
条

約
批
准
を
求
め
る
こ
と
も
含

め
て
、
平
和
憲
法
を
守
る
闘

い
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

解
雇
の
金
銭
解
決
制
度
に

は
断
固
反
対
を

い
ま
厚
生
労
働
省
に
よ
っ

て
解
雇
の
金
銭
解
決
制
度
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
当

な
解
雇
で
あ
っ
て
も
金
銭
が

支
払
わ
れ
れ
ば
労
働
契
約
が

終
了
す
る
仕
組
み
で
す
。
現

段
階
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
制
限

が
付
い
て
は
い
ま
す
が
、
一

度
法
制
化
さ
れ
れ
ば
解
釈
が

拡
大
し
、
金
さ
え
払
え
ば
自

由
に
解
雇
出
来
る
世
の
中
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
断
固

反
対
す
る
と
と
も
に
、
法
制

化
を
阻
止
す
る
運
動
を
展
開

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

政
治
へ
の
関
心
を
高
め
、

参
院
選
で
は
必
ず
投
票
を

７
月
10
日
投
開
票
の
日
程

で
参
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
で
一

段
と
先
鋭
化
し
た
平
和
の
問

題
、
改
憲
策
動
、
敵
基
地
攻

撃
能
力
配
備
な
ど
北
東
ア
ジ

ア
の
安
全
保
障
、
科
学
に
基

づ
く
コ
ロ
ナ
対
策
、
広
が
り

続
け
る
貧
困
と
格
差
の
拡
大
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
気
候
危

機
へ
の
対
策
な
ど
、
大
き
な

課
題
に
政
治
が
ど
う
対
応
す

べ
き
か
、
国
民
が
政
治
に
迫

る
、
選
択
す
る
選
挙
で
す
。

歴
史
的
岐
路
に
立
つ
日
本

の
進
路
を
左
右
し
、
世
界
の

情
勢
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
る
選
挙
で
す
。

同
時
に
私
た
ち
の
意
志
を

政
治
に
活
か
し
、
要
求
実
現

に
向
け
た
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

で
も
あ
り
ま
す
。
学
習
活
動

を
強
化
し
、
政
治
に
対
す
る

関
心
を
高
め
、
み
ん
な
が
投

票
に
行
け
ば
必
ず
政
治
は
変

え
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
真
に
国
民
の
た

め
の
政
治
を
取
り
戻
す
た
め

に
奮
闘
し
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
平
和
と
憲
法
を
守
り
、

国
民
生
活
を
守
る
政
治
の
実
現
を
目
指
す
決
議

２
０
２
２
年
５
月
13
日

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
東
京
地
方
本
部

組 合 な ん で も 相 談 窓 口
会社名 事業所名 職 場 名 氏名 電話番号

IBM 箱崎 ＴＳＤＬ．ＩＳＥＬ 大岡 義久 712-5175

Kyndryl 箱崎 オペレーションズ 杉野 憲作 080-5915-6550

IBM 大宮西 ＴＳＳ．ＣＥ 佐久間康晴 205-7817

Kyndryl 幕張 Ｄｅｌｉｖｅｒｙ 藤井 克己 080-5915-0806

IBM 大阪 ＴＳＳ 河本 公彦 205-5204

事務所

連絡先

TEL 03-3583-9037(月-金 13-16時) FAX 03-5562-0853

メール kumiai@jmitu-ibm.org http://www.jmitu-ibm.org/

注）上記窓口は事業所にこだわらず、連絡のとれる電話番号へどうぞ

法律相談 労働問題・民事一般相談受付（要予約）

東京法律

事務所

弁護士 水口洋介、今泉義竜、本田伊孝 http://tokyolaw.gr.jp/

東京都新宿区四谷1-4 四谷駅前ビル TEL 03-3355-0611(代)

旬報法律

事務所

弁護士 大熊政一、山内一浩、並木陽介、細永貴子 http://junpo.org/

東京都千代田区有楽町1-6-8松井ビル 受付7F TEL 03-3380-5311(代)

桜木町
法律事務所

弁護士 岡田 尚

横浜市中区山下町207-2 関内JSビル6階 TEL 045-212-1503

ほづみ
法律事務所

弁護士 穂積匡史 http://hozumi-shinyuri.jp/ TEL 044-959-3550

川崎市麻生区上麻生1-6-1 かわしん新百合ヶ丘ビル305号

６
月
10
日
は
夏
ボ
ー
ナ
ス

支
給
日
で
す
。
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、

キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
と
も

組
合
に
一
次
回
答
が
出
ま
し

た
の
で
、
全
社
推
計
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

昨
年
よ
り
ア
ッ
プ
も
不
十
分

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
本
体
の
バ
ン

ド
７
以
下
一
般
職
の
全
社
推

定
平
均
支
給
額
は
７
９
万
２

千
円
、
昨
年
よ
り
１
万
６
千

円
の
ア
ッ
プ
で
す
。
月
数
で

は
昨
年
の
１
．
７
７
ヶ
月
を

上
回
る
２
．
０
ヶ
月
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
で
は
ま
だ
ま

だ
不
十
分
と
言
え
ま
す
。

一
方
、
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ

パ
ン
本
体
の
推
定
平
均
支
給

額
は
７
８
万
円
、
昨
年
よ
り

４
千
円
の
ア
ッ
プ
。
月
数
で

は
同
じ
２
．
０
ケ
月
で
し
た
。

キ
ン
ド
リ
ル
の
不
利
益

同
じ
月
数
の
支
給
額
な
の

に
、
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン

の
ほ
う
が
平
均
支
給
額
が
少

な
い
の
は
何
故
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ

パ
ン
の
賃
上
げ
日
が
７
月
と

な
っ
て
お
り
、
今
回
の
ボ
ー

ナ
ス
支
給
に
間
に
合
わ
な
か
っ

た
か
ら
で
す
。

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
現
時
点
で

１
．
５
％
の
賃
上
げ
分
が
反

映
さ
れ
た
結
果
、
昨
年
か
ら

の
ボ
ー
ナ
ス
の
伸
び
率
は
２
．

１
％
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
キ
ン
ド
リ

ル
ジ
ャ
パ
ン
は
現
状
の
賃
金

に
対
す
る
ボ
ー
ナ
ス
の
支
給

に
な
り
ま
す
か
ら
、
同
じ
月

数
の
支
給
で
あ
っ
て
も
昨
年

か
ら
の
伸
び
率
は
０
．
５
％

に
止
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

会
社
業
績
達
成
度
は
日
本

Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
38
。
キ
ン
ド
リ
ル

ジ
ャ
パ
ン
は
64
。
キ
ン
ド
リ

ル
ジ
ャ
パ
ン
の
ほ
う
が
会
社

業
績
達
成
度
が
良
い
た
め
、

上
図
の
「
ボ
ー
ナ
ス
の
計
算

方
法
」
で
示
す
業
績
査
定
額

は
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
の

従
業
員
の
ほ
う
が
良
く
な
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
実
際
の
支
給
額
で
見
る

と
、
不
足
し
て
い
る
こ
と
が

一
目
瞭
然
で
す
。

キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
は

７
月
賃
上
の
際
、
賃
上
げ
が

夏
ボ
ー
ナ
ス
に
間
に
合
わ
な

か
っ
た
分
に
つ
い
て
、
何
ら

か
の
形
で
救
済
策
を
盛
り
込

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

で
な
い
と
、
会
社
分
割
の
結

果
、
不
利
益
が
生
じ
た
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

会
社
業
績
達
成
度

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
会
社
業
績

達
成
度
の
基
準
（
Ｕ
Ｓ
❘
Ｇ

Ａ
Ａ
Ｐ
に
基
づ
く
決
算
資
料
）

を
労
使
協
議
で
示
さ
な
い
た

め
、
や
む
を
得
ず
日
本
Ｉ
Ｂ

Ｍ
の
損
益
計
算
書
の
要
旨
を

昨
年
と
の
対
比
表
で
示
し
ま

す
（
左
表
参
照
）
。
も
と
も

と
は
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
会
社
業

績
達
成
度
の
説
明
に
損
益
計

算
書
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
１
６
年
度
の
業
績
に
基

づ
く
会
社
業
績
達
成
度
に
疑

問
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
会
社

に
説
明
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

会
社
が
Ｕ
Ｓ
ー
Ｇ
Ａ
Ａ
Ｐ
に

も
ど
つ
く
数
値
だ
と
言
い
出

し
た
の
で
す
が
、
未
だ
に
資

料
を
提
示
し
ま
せ
ん
。

さ
て
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
会

社
分
割
し
た
た
め
、
当
然
売

上
高
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、

会
社
業
績
達
成
度
を
決
め
る

上
で
一
番
大
き
な
指
標
と
な

る
税
引
前
当
期
純
利
益
は
２

０
２
０
年
の
８
６
８
億
円
か

ら
１
０
２
２
億
円
と
、
な
ん

と
１
５
４
億
円
も
増
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
な
ら
相
当
、
会

社
業
績
達
成
度
が
良
く
な
る

か
と
思
い
き
や
、
対
前
年
比

で
た
っ
た
の
１
ポ
イ
ン
ト
し

か
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ

れ
で
は
大
き
な
不
満
が
残
り

ま
す
。
従
業
員
に
対
し
て
真

摯
な
態
度
で
説
明
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

個
人
業
績
率
ア
ッ
プ
を

ボ
ー
ナ
ス
の
支
給
額
に
影

響
す
る
も
う
１
つ
の
指
標
は

「
個
人
業
績
率
」
で
す
。

「
業
績
査
定
額
」
は
会
社
業

績
達
成
度
と
個
人
業
績
率
の

か
け
算
に
な
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。

個
人
業
績
率
は
各
部
門
の

平
均
が
１
０
０
％
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
あ
な

た
の
個
人
業
績
率
が
低
す
ぎ

る
と
感
じ
た
ら
、
組
合
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

ボーナスの計算方法

支給額＝（ベース金額＋業績査定額）÷ ２

ここで、

ベース金額＝賞与基準額 ― RS※の６％

業績査定額＝RSの６％ｘ個人業績率ｘ会社業績達成度
※RSとはリファレンス・サラリー（年収相当額）

（年収相当額＝月給ｘ１２＋賞与基準額）

夏
ボ
ー
ナ
ス
一
次
回
答
出
る

バ
ン
ド
７
以
下
（
一
般
職
）
推
定

昨
年
上
回
る
２
．
０
ヶ
月

日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム

平
均
７
９
万
２
千
円

キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン

平
均
７
８
万
円


